
尼崎市総合計画の検討について

平成28年９月20日
ひと咲きまち咲きあまがさき推進本部（資料１）

（尼崎市総合計画（後期まちづくり基本計画））（尼崎市総合計画（後期まちづくり基本計画））



●構成について

Ⅰ．はじめに
１.総合計画策定の考え方
２.総合計画の構成と期間

Ⅱ．まちづくり構想
１.策定の趣旨
２.構想の期間
３.ありたいまち
４.まちづくりの進め方
５.人口・土地利用に関する考え方

Ⅰ．序章
１.後期まちづくり基本計画について
（基本構想・総合戦略との整理の記載が重要）

２.あまがさきを取り巻く状況
（人口・経済の現状及び見通し等）

Ⅱ ．まちづくり基本計画
大枠の変更案については別紙

尼崎市総合計画（前期） 尼崎市総合計画（後期）
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Ⅲ．まちづくり基本計画
１.策定の趣旨
２.計画の期間
３.施策体系
４.施策別の取組（各論）
５.主要取組項目
６.行政運営
７.計画の推進

資料編

Ⅲ ．まちづくり構想
基本構想については、年次的なデータ部分

も含め、記載内容は変更しない

資料編
１.時代認識と尼崎市の現状
２.総合計画にかかる取組経過
３.まちづくりに関する市民意識

資料編の最後に入れることも検討

※表紙等の体裁は、色味を変える程度で検討



●施策ネットワークのイメージ

視
覚
的
に

施策体系マトリックス（Ｐ29） 施策の概要（Ｐ27・28）

前期
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現状は、それぞれの「４つのありたいまち」ご
とに、それぞれ寄与する施策と展開方向を視覚的
に示す「イメージ図」を記載している。

施策ネットワークのイメージ（Ｐ29～32）

現行の「４つのありたいまち」に対する施策関
連図では、なかなか具体的なイメージが想像でき
ず、Ｐ27～29の記載内容を補完するまでにはい
たっていないのではないか。



イ
メ
ー
ジ

総合戦略より

後期

施策２
生涯学
習

施策１
地域コ
ミュニティ

（４）主な取組と施策ネットワーク

（例１）

１人が育ち、互いに支え合うまち

学びと実践のチャンスにあ
ふれるまちを目指し、まち中
をキャンパスとした「みんな
の尼崎大学」。

変更（案）

具体的な取組を記載
（関連する施策を記載）

戦）学校教育・社会教育と人材育成
戦）シビックプライドの醸成
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総合戦略で記載したように、計画期間中の目玉
となる「主な取組」を記載し、取組の達成に必要
な施策間連携を視覚的にし、施策マトリックスを
表現することで、後期計画期間中の主な取組を周
知するとともに計画に位置付ける。

新たな施策ネットワークのイメージ

総合戦略より

〇次項「主要取組項目」との併せての記載を検討
する。
〇「主な取組に、20施策56展開方向すべてが紐
づけられる必要はないと考える。

みんなの

尼崎大学

シチズン
シップ教育
の推進

施策16

文化・交流

施策３

学校教育

施策17

地域の歴史

（例２）

検討事項
ご寄付いただいた大学施設
を活用したまちづくりに関わ
る人材の創出やシチズンシッ
プの醸成



●主要取組項目

主要取組項目（Ｐ75～78）

総合戦略を反映

地方創生に伴い、総合計画のアクションプラン
として「総合戦略」を策定したことから、主要取
組項目には、総合戦略の「６つの政策分野」を盛
り込む必要がある。

〇「４つのありたいまち」と「６つの政策分野」をリ
ンクさせる
〇マトリックス構造が輻輳しないような設計が必要
〇総合戦略のアクションプランとしての位置づけを踏
み込んで記載する

検討事項

※主要取組項目 ⇒ 総合戦略
※行政運営 ⇒ 未来へつなぐプロジェクト

施策評価と歩調を合わせ、
「６つの政策分野」で

後期計画はここをリンクさせる
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後期計画はここをリンクさせる



●行政運営

「持続可能」なまちづくりを進める上で必要
な、施策を超えた「行政運営」についての取組
方向を記載しているが、進捗管理（ＰＤＣＡ）
についてあまり意識されていない。

※一部「未来へつなぐプロジェクト」にふられており、
そこで指標設定あり

財政運営
ファシリティ

新たに追加する
視点（案）

変
更

施策評価を実施していくうえで、新たに施策
を超えて進捗管理が必要とされた視点について
追記するとともに、目標値もしくは取組の方向
性を記載するなど、 次年度以降の進捗管理（Ｐ
ＤＣＡ）を見据えながら再構築する。

現状

※「未来へつなぐプロジェクト」との視点（項目）整理
が必要か

変更案

市政参画

税収・自主財源

職員資質向上

事業見直し

人事給与制度

6

ファシリティ
マネジメント

シビックプライド
（シティプロ）

少子高齢化への対応
（国保・介護等）

地域
コミュニティ

・・・・・

プロジェクト記載項目

「20施策」か「行政運営」のいずれで
進捗管理をするのか引き続き検討



●「持続可能なまち」に向けた体質改善 ⇒タイトル変更も検討

項目追加によりページ数は増加

基本目標 現状 方向 成績

５歳未満の子どもがいる世
帯の転出超過数

382

「夫婦と子どもからなる世
帯」の割合

25.4

ファシリティマネジメント
計画達成（年次進捗）

・

まちの通信簿（イメージ）

それぞれの視点に関する基本目標及び方向（目標値）等を記
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・
・

・
・

・
・

・
・

計画に記載する表面的な部分だけでなく、評価の具体的手段（施策評価・プロジェクトとの連携）及び
各項目の主担当局などの実務体制を併せて決定しておく必要がある。

それぞれの視点に関する基本目標及び方向（目標値）等を記
載する。総合戦略の基本目標やプロジェクト及び前期計画や施
策評価における指標で各施策では大きすぎる指標を持ってくる
イメージ（なぜその指標を選んだのか説明記載が非常に重要）。

〇計画記載イメージは毎年市報での公表を意識した書きぶり
（中学生でも分かる程度）。
〇上記とは別に、実際の進捗管理は施策評価に合わせ「マニ
フェスト」レベルもしくは「施策評価」レベルで実施（施策評
価に合わせて掲載か）。
〇「まちづくりの進め方（Ｐ17・18）」と併せた検討が必要。

検討事項
分かりやすくするため、簡略化しています。
実際は、もう少し詳しく書き込むことをイメージ
しています。


